
都道府属名   事項名   取組の概璽（取組で王点を置く暮柄を含む。）   響）   平成20年度計画作成に畠たり参考となる事項   

山口県   0はたちの徹血キャンペーン（1月－2月）   異施緒よ（効臭．間且点  
【若年者確保について】  10地区ほ会壌にてイベント開催   り。  

○高校卒集記念献血キャンペーン（ユ月1－al日）  

献血ルームく下関市）において、高校3年生を対象  
に、卒業を契機とした献血体験の推進を図る。  

0山口線学生群血推進協精舎の育成  
1ヰ園・内包統一キャンペーン（7月）  

2J金属学生クリスマスキャンペーンく12月）  

○中学生・高校生を対まに献血推進ポスター・作文を  
募恭し、若年層に対する献血思想の書及に努める。  
○献血ほ本配布による啓発   ○献血可能隼齢（18汝）となる、高校1年生を中心に啓  
献血息想を書及し、献血者の拡大を包るため、高校  尭することで、徹血の必手性について一層の理解を  
及び高専1年生全Åに献血旗本「SEISHUN！献血J  
を作成し配布   

徳島県  ◎献血メイト208’推進書兼   効果   0イベント、採血場所を可能な限り同一場所とし揮血  
将来にわたって安全な血液製剤を安定して確保する  ・若者への献血思想の啓発が図られた。   肴へ の負担を軽減  
ため、若年層く特に20才代）献血の一層の推進を図  
る。  間欄点   策の強化  
・献血メイト20も’推進キャンペーンの実施   ・イベント食糧での献血■の記事憫整が由無   0緊急時対応策の充実  
・卒業生献血キャンペーンの実施   ・大学祭専の隋鍾日が雀なり効率的な配書が困難  0ボランティア活動としての献血意艶の向上  
・血小板成分職血・400mL献血推進キャンペーンの  

香川県  血可能年齢に達する高校生を対象に、街頭献血  0昨年度から県内組＼所の大型スーパーにおいて実  0血液が不足する時期には、矧こ若年層琶意増した  
キャンペーンを実施。献血に関する基礎知職を学習し  施し、より広い地域の高校生に鬱加してもらえるように  広報娃体による全園レベルでの広報く例えばテレビコ  
た後、街珊に立って献血への協力の呼びかけを行っ  なった。しかし、今後、参加者もよ複することが予想さ  マーシャルなど）を行うと、機逓も盛り上がると考える。  
た。  れることから、幅広い対象者の確保にエ夫が必要と  
◎若年層が多く集まるプロスポーツの試合会場にお       考える。  
いて徹血のキャンペーンを行った。   0スポーツの試食会嶋において鱒、若年層の参加型  

イベントを実施し、献血に親しんでもらった。   
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子血液センター見学  ○小学生   教室の開催  教皇Jは8月  旬の38間開催し、参加  減少しているため、特に大学生  
【若年者確保について】  

者児塞70人、保牒肴吸人の合計112人の参加があっ た。  や専門学校生に対しての献血呼びかけを推進し、引  き焼き若年者確保に取り組む必要がある。  
○学校l対する普及啓発資材の捷供及び献血出張  若年層l対し  は 血液のは責、きや献血  
教室の実施   こ興味をもってもらった。  
○大学におけるボランティアサークルに対する活動の  0小学生親子血液センター見学体験教室では、病院  U字1実に対する菅及菅莞資材の提供及び聯皿虻溝  （〕将宋の若年層に対しては、血液のはたらきや聯血                  支援  での実際の輸血現場も見学してもらい、命の大切さ・  

ヰさについて実感してもらい好評であった。  
○大学生のボランティアサークルに対しては、献血の  
正しい知隙の普及及び昔年層の献血意緻の向上を  
図るための活動を支援した。   

高知県  ○ヤング軟血スクールとして、高校生を対象に学校で  03校で延べ4回実施  0教育賛員会との連携の強化が必要。校長会や養護  
の献血体験や呼びかけの体験を実施  教員研修等への参入、献血／くス予定表の各学校へ  

の配布（まず教職長の協力から）  

○血液センター見学会（公立中学生）  02回実施  
○各種団体青年部を対象とした献血セミナー   04回実施。組織的な協力が必要  
○畢生や楽随による献血PR   04匡l集施。若者を引き付けるものが必要   

馬取県  【複数回献血者確保につい  
て】   を行っている。登録者（2tSO名：18年虔  行える体制作りと登録者へのサービス内容   

島根県  ○成分献血、希少血液献血登録制度の推進及び複   10．922名 希少血液献血 427名 複数  
数 回 献 血 者 登 録 制 度 の 推 進  回献血者 415名   

岡山県  ○複数回献血クラブの周知   ○広報リーフレットを作成し、複数回職血クラブの周  0複数回献血クラブへの登録者の確保にあたり、さら  
知を図った。会員数563人（平成18年度末現在）   なる周知が必要  

0メールによる操作が必嘗なため、登録まで至らない  
ことが多く、今後は、献血実施後の休憩時間等を利用  
して、現場での登録を推進する必要がある。   

広島県  ○献血者へ次回の献血を促す資材の作成一配布等  ○比塞不足により献血できなかった肴に対して，健康  ○徴血不適者へのフォロ脚アップ及び次回献血の案  
○献血不適吾に対する健康管理のアド／くイスなど次  管理の参考とするためのリーフレット作成及び献血  内執こよる計画的な年間祢血者の確保  

回献血を促すサービスの提供   ルームにおいて栄養士による栄養相談実施（2月）   

山口県  ○街謂、地域献血を中心に、過去1年間献血協力者  ○緊急時における確実な聯血協力が可能   
に対しDM及び電桔による献血要隋  
○複数回献血クラブ会員の更なる募集及び活用  
○県撒か市町職員献血協力者名簿、市内事業所献  
血協力者名簿の作成   

徳島県  ○複数回献血クラブ会員の募集及び活用（センづ卜）  効果   0初回献血から複数回献血への移行の推進・強化  
○献血メイト20‘s推進キャンペーンとの連携   ・新たな複数回働血者の隠保が得られた。   ○複数回徹血クラブ会員の充実▲強化  
○初回及び5回献血者への妃食品（協総会長感謝  ○栄養士等による健康相放の充実と講演会等の定期  
状）  ・若者の複数回献血者への走者が図られた。  開催  
○健康相談会等の実施（セン5卜）   問題点  

・献血櫛附こ触れやすい環境の整備充実  
・携帯電鰭∃酎＝よる著者への一層の献血意据の普及  

啓発の推進  
■献血制限等の酎ヒによる複数回献血者の定着化に  
支障が生じている。   

香川県  ○携帯メールによる献血依頼や情報発信が可能な若  ○学生を中心とした若年層の献血者が、複数回献血  0平成18年座乗に、複数国登録者への会見特典く携  
年層を主たるターゲットとし、棟数回献血クラブヘの登  クラブヘの登錬があったが、まだまだPR不足により、  ＃電語常備メロディーダウンロード等）が付加された  
録を推進した。（群血看へ献血依頼はがきに複数回献  登録数が増えていない。   が、今後も、このような会員特典を実施することによ  
血クラブへの豊頬PRを掲載し、献血依掃を行った。）  り、登録へのPR材料としたい。  



都道府県名   事項名   実施 効臭、間慮点尊）   平成釣年度針周作成に当たり参考となる事項   
愛嬢県   取組の概要（取組で玉点を置く暮柄を含む．）  結集（  0堅録者数の増加を図るために、積極的に広報を行  

【枚数回献血者確保につい  う。  

て】   
者を募集。携帯電糖やパソコンから登錨、メールで献  ○登録推進キャンペーンとしてリラクゼーションマッ  
血の依頼を行う。   サージ等を実施   

高知県  ○複数回職血用推進パンフレット、チラシ、推進力ード  ○クラブ会員は増加しているが、情報発借が直接献  ○献血者自身の定期的な健康管領にも役立つことを  
の配布。献血メールクラブの活用  血につながっているが疑問  もっとPRしていきたい。   

○協力団体から名簿の提供→ダイレクトコール  
○比重不足等不適格者へ栄養相談、健康相放  0職血ルームに相懐コーナーを開き、利用いただい  

た 
鳥取県  【企業等組織的な献血の確保  。  

について】   を訪問し協力依矯をおこなった。  に効集約であることから、更なる具体的実施事項の充  
美を図る。   

○地方自治体による集団献血の推進   ○県一市町村・血液センターで献血推奨班を組み企業  

島根県  肋冊を待った。        ○県職血推進協績会会欄（知事）からの感謝状應呈  0年々贈呈数が減っており、また、時間内での受入れ  
が由癒な企集が増えてきている。  

岡山県  ○新穀事業屑篭への配早計圃   0大型事業所等への移動聯血中の配キに伴い、献  0継続的な献血者の確保ができる新規事業所の駒  
血協力年数1ま長いが職血有数の少ない事業所への  拓及び協力年数の長い事業所への献血者数の掘り  
配車が減少した。  起こしが必要   
・既存献血協力企兼の関連企乗への呼びかけ  
・ロータリークラブの薪無配書  

広島県  ○血液センターと連携して職域団体．学校等における  ○血液製剤の在庫王を定期的に各市町ヘメール配借  0集団献血による適正在庫数量の確保及び不足予  
献血推進のための呼びかけ   し．献血への協力依頼  想時の緊急対応  

○血液不足時に札施牧において緊急撒血実施  
○献血を呼びかける懸垂慕の作成      ○血液製剤の在庫不足が予想される停の職域個体．  0不足予想時の緊急対応   

山口県  学校等への献血の協力事情  
※各協力団体（LC・RC・JC等）に対する現状説明会  

○職血肴の増加及び拡充  

の実施   
○協力団体とのコミュニケーションは不可欠  
○国の出先機関の時間内の協力が得られない  

徳島県  ○新規個体、事業所等への妨間活動の強化   効果   0厚労大臣表彰状選考要領の見直し（小規模事業所  
○織機的協力企業等の表彰   ・計画的な血液の確保及び緊急時の協力要賄が容易  も対象となるように組織的部分を改訂）  

○企業への配車時に周辺企業等への協力要隋   になった。   0献血協力鴎体との協働、意見交換推進・強化  
○献血ルーム周辺企乗への呼びかけ   ・献血に積極的に協力する企業等を社会に馳知しても  ○事前の協力依頼の徹底  
○献血協賛企業活動推進事業の推進   らい献血活動の普及・拡大が圃られる。（ロゴマーク  0献血者の減少が予測される時期での租櫓的協力  

の発行H柑．2－）  体制の構築   
問趨点  
・特に規模の小さい企業への複数回献血  
・献血推進団体の育成・強化  

香川県  ○大企集を中心に、可能な範囲で複数回の献血を依  0しばらく献血を行っていなかった事業所の再開拓は  ○年間複数国献血実施事業局に対しては、何かしら  
頼した。過去に献血実績はあるが、しばらく献血を  行えたが、年間複数回実施については、スムーズに  のメリットがないと困難である。  
行っていない事業所の再開拓にも取り組んだ。   行えなかった。  
0献血サポーターのロゴマークの価値を高めるため、          ○積極的に職血に協力してくれている企業等を県の  0過去に表彰塵のある団体は対象から外すため、大  
献血連動推進大会や血液対策推進協練会等の増で  規模企乗等の転入が少ない地方では、新規団体の遵  マークの認知度を高めるPRが必要であると考える。  
表彰した。   出が困難である。   

∽
N
 
 
 



に当たり  
○協力団体、協力事業所の確保は  定的な血液の  【企業等組織的な献血の確保  

について】  
力団体に対し、協力回数を増やしてもらう  

確保につながるので、引き椀き取り組む  
よう要精 ○新規協力事業所の発掘  

○約60団体の協力団体。（ライオンズクラブ・連投薬 協会）  
榛的な働きかけカ  血協力が縛ら  ○県下を網羅した組織への   ○高知市内」C合同献血  

l  】   u  ◎商工会青年部、県遊戯農協同組合による県下的な】  
取り組み  
◎専門学校による1000人献血キャンペーン   OH18．6月にスタート。各種専門学校や団体による  

組織的な協力が必婁    鳥取県  【上記以外（献血推進キヤン  
ベーンの実施等）】   

ターと協力してイベントを実施した。   献血」等を年引訃線度、企画し若者に献血の必要性を  
訴えながら学内献血を定着させている。   

広島県  07月「愛の血液助け合い運動」  ○計画的な年間献血者の確保  
懸垂慕掲示，ポスター配布・掲示．県広報昧，テレビ  
スポットによる広報  

広島県聯血推進大会開催（7／3り  

広島駅．献血ルーム「もみじ」前で献血呼びかけ（7  
／1）  

01月～2月「はたちの献血キャンペーン」  

ポスター配布・掲示．チラシを作成し各市町の成人  
式で配布．県広報誌による広報  
1／8成人の日にアリスガーデン街頭献血  

（カープ選手による献血呼びかけ）  

○血液センターなど各関係団体が実施するイベントや   ○献血者が減少しやすい冬場から春先にかけて献血  ○複数回献血者の獲得を図る。  
キャンペーンについて，県民への広報活動などに穣  者を獲得するため．献血啓発冊子の配布や献血ルー  
極的に協力   ムで妃念晶を配布   

山口県  07・8月「愛の血液助け合い運動」   ○高校生、大学生、専門学校生など若者の参加多数  ○若年層への啓発及び献血者の拡大  
13市15会場においてイベント開催   あり。  

○波及効果の高い、マスメディアの活用は、血液不足          ○グノスマス献血キャンペーン開催く12月8・｝22日）  ○波及効果の高いマスメディアを通じ、広く県民に訴  
◎場所：血液センターにて（FM山口公開録音）  えるキャンペーン（来場者：約200人）   時の献血者の確保に効果的   

徳島県  ○高校生への献血思想の啓発と200mI献血体験  効果  ○必要な時に必要な呼びかけができる体制を整備  
t学内献血については、保健所、センターと個別訪問        ○同世代からの献血呼びかけの一層の充実・強化  
するなどして、減少を最小に押えるように努めたが、  
数字的効果は隈められなかった。  
問題点  
・高校生献血については、今後の献血者確保につな  
がる200m」献血体験を推進する県と、患者への安  
全性や医療機瀾からの需要増が見られる400mL献  
血を推奨する血液センターとの閣で方向性に大きな  
差異が生じており、今後の献血を推進する上での大き  
な課艦となっている。   



都道府儀名   事項名   取組の概要（取組で主点を置く暮柄を含む。）   臭施鰭黒（効臭、憫錮点書）   平成20年度計画作成に当たり♯考となる事項   
香川県   ○血液が不足しがちな夏季■冬季の時期にキヤンベー  Or職血」については広くPRできたが、対iが広く、モ  0小・中学生を対魚とした啓発としては、単にリーフ  

ンを実施。それぞれに、若年層を意撤した啓発イベン  の必要性を馳掛してもらえるまでの内容にはできな  レット的なものを配布するだけにとどまらす、学校の轢  
【上紀以外（献血推進キヤン                  トを行った。   かった。   乗などでどりあけてもらえるような環境をつくることが  
ぺ－ンの実施等）】   また、献血推進団体へ400mL献血・成分献血の必要  また、400hl献血及び成分献血の必要性を十分に脱  必要である。  

性を説明した。   明することにより、安定的な確保につながるものと考  また、献血推進団体への周知・醗明金を実施すること  
える。   により、安定的な確保が行える．   

愛嬢県  Orえひめ職血感謝のつどい」の実施。   0県民に献血を身近に感じてもらうとともに、献血の  0一般県民に献血に興噂虐もってもらうことができる  
血液事乗の現状についてのパネルデイスカッションの  良い機会であるので、総統していきたい。   

高知県  実施   ○特にーはたちの献血Jでは知事を先‡引こ呼びかけを  

行い、ラジオでのスタジオ■現場の生中線を実施  
○血液使用機肘会醸の開催  ○赤血球製剤供給本数く月平均）の変化   0会饅を線親する中で、使用tの減少幸田を検旺す  
血液使用土の多い5病院の院長を対象に開催   金牌闇催れ（4－12月）泊劇汁本／月 るとともに、他の医療機関にも徹底を図る。   

金融開催後（1－3月）：3，舶1本／月  

∽
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「献血構造改革」の主な事項に関する取組  

県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事例を含む）   実施結果（効果・問題点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

【若年者確保について】   ○学生献血推進協議会を中心とした啓発活動  特に血液が不足する時期にイベントを行うこと  ○インタ鵬ネット等を活用した啓発  
・福岡・北九州にある学生献血推進協議会を中  こより、血液の安定供給に寄与している。   平成19年度から県のホームページに献血に関  
心に各大学等の献血サークル同士の情報交換  学生メンバー自らがアイデアを出し合い、活動  する情痴ページを扱け、情報擁供することとし  
・献血キャンペーン中に若者によるイベント  することによって、苦い世代の献血への関心が  ている。  
（クイズ、アトラクション、模擬店など）を実  

福岡県  
施  に苦慮したり、献血活動に取り組む時間がない  

博多献血夏祭り  など、活動の活性化についての諜埴がある。   
クリスマス献血  
はたちの献血キャンペーンなど   

0〕学生献血推進委員の研修  加者20名、16名。（献血に  新たな学生献血推進委貞を昇り、学内献血を推  ①2回開催。参       ついての基礎知織などについて啓発できた。）  
②「はたちの献血キャンペーン」にあわせイベ          ②10～30代を中心に約200名参加。   
ント開催等（ラジオによるライブ放送）  （ミュージシャンによるライブステージ、献血  

トーク、クイズを通して献血についての正しい  

佐賀県  知識等を普及できた。  
③なかなか、受け取ってくれなかった。（成人  

◎③成人式会場での献血啓発品（ティッシュ      式という特別な雰囲気の中での啓発方法を検討  

ペーパー）の配布（佐賀市等）   する必要あり。）  

○教育現場における献血の推進   ○県高等学校長会、養護載輸理事会における献  ○教育長と連名により県内中学一高校ヘボス  
○大学・専門学校において積極的に献血を実施  血普及啓発への協力の要請   タ一幕集を実施予定  
○学生献血推進ボランティアを中心とした献血  O「愛の血液助け合い運動」期間中、高校を直  
者確保イベントの実施   接訪問し、パンフレットを配布（長崎市）  

長崎県  ○（平成19年度新規事業）県内中学生及び高  ○学園祭等において積極的に献血車を配車  
校生を対象とした献血普及啓発ポスターの募集  ○固定施投を中心にサマーイベント（7月）、  

クリスマスイベント（12月）を実施  

①学生献血推進協諸会の支援   q）各キヤンペーン（学生献血クリスマス、はた  日頃から学内等において効果的な啓発活動を農  
学生リーダーへの研修、学園祭等での献血推  ちの献血）等において、学生が献血を呼びかけ  閲し献血体験者の増加を図る方策の検討。  
進  特に若い世代間の連帯感を育み、将来の献血者  

確保に繋げたい。  
熊本県  

（卦小中高校生対策  ②献血についての意識付け  
献血啓発グッズの配布  



県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事例を含む）   実施範黒く効果・間鵠点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

大分県  【若年者確保について】   Q）小学校でPTAの献血を実施した。  Q）親の献血をする姿を見ることにより献血の啓  q）PTA献血を増やすこと．により多くの小学生  
先に繋がった。（問洩点）母親が比重不足等で  
献血が出来ないケースが多い。  保。  

②中学生の施設受入れ等を行った。  ②血液センターの穐要や献血ルームでのボラン  
ティア活動をすることにより献血の重要性を学  
んでもらった。（間個点）集約化のため検査薬  
務、来年からは製剤業務は無くなるので、福岡  
（久留米）への施汲見学になるのか。  
③卒業予定者一人一人に配布し、献血の必要∵  

③中学卒葦予定者に献血マンガ本を配付。  性・1蔓性を理解してもちった。  ③若年層の献血者確保。  
④ほとんどの学校にお願いに行ったが400m  

④高校生の400mL献血を学校へ依頼。  L献血は無しかった。（問題点）養護関係があ   
まり積極的ではない。   専権保。（養護関儒者には園よりのPR等が必  
⑤JRCの生徒   要）  

⑤◎JRCへの献血についての講話  
⑥高校一塩大・専門学校等の卒菓予定者に啓発  ⑥若年層の献血者確保。  
物品とリーフレットを配付。  ⑥若年層の献血者確保。  
⑦◎大学の学園祭での献血講話による献血者確  
保  ⑦事前に移動献血バスの配車と合わせて計画  
⑧青年会諸所等への講話  し、若年層献血考を確保する。  

⑧若年層の献血者確保。   

若年層を対象としたテレビコマーシャルを7月  7′月と1、2月に1回15秒のCMを45鼠、  献血協力者にアンケートを実施し、より効果的  
の「愛の血液助け合い運動」及び1月から2月  計gO回放映したが、視聴が献血に直接結びつ  な啓発手段を検討する。  
の「はたちの献血キャンペーン」の期間に放映  

宮崎県  することによって、献血協力者の拡大を図る。   

・中学3年生を対象とした血液教育事美   ・献血可能年齢に遷した時の献血への協力が得  ・血液教育事業案儒闇告に基づく評価  
・小学高学年を対象とした献血おもしろゼミ  られる。   ・耕血キャラクターrけんけつちやん」の活用  
ナール   ・同世代の看が呼びかけることにより．若年層  
一挙生献血推進協議会の育成・強化   に対し，効果的な献血思想の啓発が図れる。  

鹿児島県  ・高校生献血の推進のあり方について。  
・学生献血推進協職会への加盟促進 

血への理解や関心を高めることができた 血教室は引き続き実施し、実施校を増やした  
高校や専門学校で献血教室を実施。  献。  献    献血制度の税明とあわせて受血者による輸血体  卒業献血記念として3年生を対象に実施するこ  い。  
験談発表を行った。   とで効果をあげている   

沖縄県  

け
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県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事例を含む）   実施結果（効果・問題点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

【複数回献血者確保について】  ①成分献血者の登録   ①特に平成18年8月に開始したメールクラブ  ①現在は、血小板を主とした登録を行っている  
固定施設（献血ルーム）で下記の種類の登録を  （メールによる依頼）を運用することにより再  が、例年冬季に赤血球が不足するため、血液型  
行い、登録者に対して電話、はがき、メールに  乗率が極めて高くなっている。   別不足に対しても対応できるよう400ml献血の  
よる依頼を実施   応慄率 昨年度最高 65．2％   登録を推進する。  
・HLA適合血小板登録■RH（－）登録  （ハガキ約10％、電話約20％）  

福岡県  ・PC－CLUB（血小板登録）  
※メールクラブ登録（平成18年3月開始）  
②県職員の登録  ②県職眉だけではなく、他の自治体へ広がるよ          ②年3固の県庁献血時に庁内メMルにより、協  

力依頼を行った。   う、研修会等において依頼することとしてい  
る。   

◎①県独自のEメール・携帯電話登録制廉から  Q）平成19年3月末現在登録者838名。  献血手帳が献血カードに切り替わったことで、  
複数回献血クラブヘの移行  次の献血実施可能日が表示され、複数回献血を  
②約280名の方に協力いただいた。             ②しばらく献血していない人を対象に、葉書に  多くのかたにしていただければ、複数回献血ク  

佐賀県  よる献血の呼びかけ（12月に936名、2月  ラブヘの登録者の増加につながる。   
に555名、2月末に350名に送付）  

○献血者登録者制度の推進  内において登録者を募集しており、  ○毎年、庁 緊急時に協力を要隋  
長崎県  O「400mL・PC献血クラブ」の推進  Or400mL・PC献血クラブ」登録者200  

名  

複数回献血協力を呼びかける「知事からのメッ  献血再来者の確保を図るため、献血者に次回献  次回献血日の周知については、献血カードと重  
セージ」配布   血可能日を知らせて、複数回献血への協力を呼  模するため、r知事からのメッセージ」作成検  

熊本鱒  
ぴかける「知事からのメッセージ」を配布。  肘中。   

検査結果異常なしの初回献血者及び献血ルーム  登録者の確保に繋がった。   血液の安定供給の確保に繋がる。  
でのリピーターに登録のお願い文事を出し、年  （間規点）既存の献血者登録制鹿と競合   ポスター、ホームページなどにより登録のお顔  

間目標を確保する。  いをする。  
大分県  既存の献血者登録制鹿との一本化を検討する。   

宮崎県複数回献血クラブの登録推進。   登録者数がなかなか伸びない。   年に1回の献血協力者に対し、2回目以降の協  

宮崎県  
力をお患いして、クラブヘの登録を推進する。   

切
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県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事例を含む）   実施緒果（効果・問題点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

【複数回献血者確保について】  ・複数回献血クラブの普及啓発   ・クラブ会員数：295名（平成19年3月  
末）  

・会員向け健震相談事集：9回葉隠卑g4  
名。（平成18年虔）既存の献血者登録制鹿の  
取披いについて  

鹿児島県  
・既存の制度を存続させるのか，登録されてい  
る者の複数回献血クラブヘの移行をいかにすす  

めていくか．クラブと並行するのか，各県の現  
状と取り組みについて御教示をお願いしたい。   

は27％であった。   回献血クラフの案内が入ったハガ  企業や街頸に献血バスを配車した場合、複数固  ハガキによる献血応諾串  今後も、複数    献血クラブHPアドレスが印刷されたハガキ  しかし、複数回献血クラブへの入会はまだ少な  キで献血の依輝を継続していく。  
で、前回までの献血者に献血依頼した。   く増やす必要がある。   

沖縄県  

【企業等組織的な献血の確保に  ○ライオンズクラブとの合同研修会の実施  血液事業の現状と課鴇を共有化し、献血への－  0行政、企業、各協力団体との連携の推進  
ついて】   県保健所及び市町村献血推進担当者とぅイオン  屑の啓発め必要性について共通認償を持つこと  行政、企業、各協力団体と連携して情報交換、  

ズクラブとの合同研修会を県内4地区で実施  ができた。   意見交換の場を放け、血液事業への理解促進、  
福岡県  （昨年度の献血実根の報告及び今後の献血推進  また、各ライオンズクラブの献血者確保の取り  協力体制の強化を圃る。  

事業についての研修）   組みについて練諭するなど活発な意見交換がで  

きた。   

献血協力企業団体への協力依頼。   所過当が、 へ協  

佐賀県  市町、保健福祉事務直接事業所 力依頼に出向くことが少なくなってきている。  
○新規事業所及び献血協力団体の開拓   ○昨年度は事集所48団体を新たに開拓  

長崎県  

で た血液の が見込ま から遠ざかってい 献血推進リーダーの活用  安全貿定し確保れるが、献  献血禾体群青や献血る人連を    （リーダー：県から委嘱を受け、献血協力団体  血者の固定化傾向に繋がる恐れがあり、献血未  掘り起こし、献血会場へ向かわせる方策の検  
熊本県  肘。    専の組織にあって組織tこおける啓発と献血計圃  体験者との二極化が懸念されることから、更に  

専行政との連絡・調整に当たる）   効果的な啓発等施儒應儒じて献血体験者を増や  

していく必要がある。   

①年間50人以上の献血者協力企兼に対して、  Q）18年度は14企業の協力を得た。  献血者底辺の拡大に繋がり、血液の安定確保が  
献血サポーター登録のお魚いにまわっている。  図られる。   
②献血についての理解を深めた。       ②ライオンズクラブ、青年会識所等の研修会の  

大分県  実施  

献血協力企業や団体への献血推進リーダーの設  企集や団体に、推進リーダーを設置すること  継続研修を実施しながら、新たな協力企業への  

宮崎県  
置及び研修会の開催。   で、より一層の献血協力を函り、献血者を安定  

的に確保することができる。   

u
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県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事例を含む）   実施結果（効果・問題点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

【企業等組織的な献血の確保に  ■セミナー参加者：107名  ・ロゴマークの活用   
ついて】   ・ライオンズクラブ主催献血：のぺ74回（平  

成18年鹿）6．296人（15．嶋／献血ハ●ス）  

鹿児島県  ・献血協賛金集の検討  

毎年同じ時期に献血を実施。   献血実施時期が定着した。   献血実施時期の定粛化による、安定的な年間採  
年1回の献血実施企業には、年2回の協力を依  

沖縄県  
頼。  明している。   
赤十字奉仕団に献血呼びかけを依頼。   

【上記以外（献血推進キヤンペー  

ンの実施等）】   ○福岡県献血運動推進大会  
○クリスマス献血キャンペーン（12／1～  

福岡県  12／25）  

○はたちの献血キャンペーン（1／1～2／28）   

平日の「市町成分献血の日」事業   献血者179名  

佐賀県  

○九州フロック学生献血推進サミットヘの参加  ○他県の学生ボランティアと情報交換を行うこ  
とにより、今後の献血推進活動に役立つ  

長崎県  

大分県  ①若年層献血推進キャンペーン  ①多くの人に献血の意義を理解してもらった。  
・サマー献血キャンペーン（7月）  

・クリスマス献血キャンペーン（12月）  

・はたちの献血キャンペーン（1月）  
㌧バレンタイン献血キャンペーン（2月）  

・学内献血運動キャンペーン（随時）  

学生献血推進協議会のメンバーによる学生街頭  
献血応採団（献血サポーター）を編成し、献血の  
呼びかけを行う。  ②マスコミに情報提供し、多くの県民に周知し  
（診多数国献血功労者や献血功労団体に県知事  
表彰・感謝状を贈呈した。   

毎月、新聞紙上に、献血の情報や成分献血協力  献血を社会貢献活動の一つとして位置づけ、協  新たな組織的献血の協力企業の掘り起こしに繋  
実積のあった企業名や団体名の掲載。   力企業名の掲載によって企業のイメージアップ  

宮崎県  に繋がり、継続的な協力が期待できる。   

∽
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県名   事項名   取組の概要（取組で重点を置く事例を含む）   実施結果（効果・間感点等）   平成20年度計画作成に当たり参考となる事項   

【上記以外（献血推進キャンペー  ・ハート献血（枕崎青年会諸所主催）   ・キャンペーン琴を実施することで，広く県民  ・献血に対するイメージアップ  
ンの実施等）】   ・「愛の血液助け合い連動」街頭キャンペーン  こ献血協力を呼びかけ．より多くの献血者を確  

・「愛の血液助け合い運動」についてのラジオ  保できた。  
対談（MBCラジオ）   ■輸血医療懇拝金においては．輸血医療のあり  
－「夏のキャンペーン」（県建設業青年部会）  方に周する講演や医療現動こおける事例発展等  
・アロハ献血（指宿市）  を通じて，血液鱒剤の適正使用を囲った。   
・献血者功労者表彰式  

鹿児島県  ・赤十字ふれあいランド2006  

・全国学生クリスマス献血キャンペーン2006  
・初胞献血  
・「はたちの献血jキャンペーン  
・第17回鹿児島輸血医療懇話会  
㌧バレンタイン献血  

q）愛の血液助け合い運動（7／1～7／31）県市町村  各キヤンペーンが定斉しており、マスコミによ  今後も継続していく。  
と共催で、地域市町村をキャラバンで回り、知  る広報効果がある。  
事メッセージを市町村長に手渡した。   キャラバンで知事メッセージを首長へ届けるこ  
②全国学生クリスマス献血（12／ト12／25）学生  とで市町村の献血への取り組み意随が向上し  
ボランティアが中心となって献血会場でバンド  

沖縄県  演奏やダンスで献血者を呼び込んだ。  
③はたちの献血（1／1～2／28）ニ十蔵lこなるミス  

沖縄等に1日血液センター所長任命。知事メツ  
セツージ。街頭キャンペーンを実施した。   n

O
 
 
 




